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クラス SAB CD H 合計
火曜1限Aクラス11 8 510 51251







授業回数 中央値 平均値 標準偏差
火曜1限Aクラス51名 39 28 13 77．0074．6918．09
月曜2限Cクラス51名 47 41 13 86．0082．4512．68









































































































ACD 全クラス 割合 ACD 全クラス 割合
内容について
興味がもてた 193028 77 72．0％ 162826 70 65．4％
普通 81！ 9 28 26．2％ 91212 33 30．8％
興味がもてなかった 000 0 0．0％ 110 2 1．9％
回答無し 101 2 1．9％ 200 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％ 284138 107 100．0％
習熟度
かなり使えるようになった 223 7 6．5％ 263 11 10．3％
まあまあ使えるようになった 172819 64 59．8％ 142116 51 47．7％
普通 6912 27 25．2％ 8914 31 29．0％
あまり使えるようにはならなかった 1O1 2 1．9％ 333 9 8．4％
使えるようにはならなかった 000 O 0．0％ 000 O 0．0％
回答無し 223 7 6．5％ 122 5 4．7％



































興味がもてた 152122 58 54．2％
普通 111716 44 41．1％
興味がもてなかった 120 3 2．8％
回答無し 110 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％
他の班の発表内容について
興味がもてた 161922 57 53．3％
普通 102016 46 43．0％
興味がもてなかった 010 1 0．9％
回答無し 210 3 2．8％
合計 284138 107 100．0％
発表の際の役割
発表をした 101716 43 40．2％
パソコン操作をした 91415 38 35．5％
補助をした 687 21 19．6％
回答無し 320 5 4．7％
合計 284138 107 100．0％
自班の発表の自己評価
十分満足の行くものであった 468 18 16．8％
まあまあ満足の行くものであった 112412 47 43．9％
普通 457 16 15．0％
あまり満足の行くものではなかった 749 20 18．7％
全然満足の行くものではなかった 010 1 0．9％
回答無し 212 5 4．7％
















役に立っと思う 253834 97 90．7％
普通 323 8 7．5％
あまり役に立たないと思う 001 1 0．9％
わからない 010 1 O．9％
回答無し 000 0 0．0％
合計 284138 107 100．0％
授業のレベルについて
難しいが、このままで良い 466 16 15．0％
難しいので、もっと易しくしてほしい 443 11 10．3％
ちょうど良い 192928 76 71．0％
易しいので、もっと詳しくやってほしい 120 3 2．8％
易しいが、このままで良い 001 1 0．9％
その他 000 0 0．0％
回答無し 000 0 0．0％







































A CD 全クラス 割合 A C D 全クラス 割合
内容のレベル
難しい 1 1 1 3 2．8％ 2 3 3 8 7．5％
やや難しい 91414 37 34．6％121315 40 37．4％
普通 162221 59 55．1％ 132416 53 49．5％
やや易しい 2 3 1 6 5．6％ 10 1 2 1．9％
易しい 0 1 1 2 1．9％ 0 1 2 3 2．8％
回答無し 000 0 0．0％ 00 1 1 0．9％
合計 284138 107 100．0％284138 107 100．0％
内容の範囲
広すぎる 0 00 0 0．0％ 0 2 2 4 3．7％
やや広い 4 611 21 19．6％ 8 7 8 23 21．5％
普通 223225 79 73．8％ 193025 74 69．2％
やや狭い 12 1 4 3．7％ 10 1 2 1．9％
狭すぎる 0 11 2 1．9％ 0 1 1 2 1．9％
回答無し 100 1 0．9％ 0 1 1 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％284138 107 100．0％
説明の仕方
分かりにくかった 00O 0 0．0％ 153 9 8．4％
普通 112526 62 57．9％ 192626 71 66．4％
分かりやすかった 161511 42 39．3％ 8 9 8 25 23．4％
回答無し 1 11 3 2．8％ 0 1 1 2 1．9％














AC D 全クラス 割合
利用時間（週あたり）
10時問以上 4 2 1 7 6．5％
10時問～5時間 2 52 9 8．4％
5時問～1時間 162018 54 50．5％
1時間未満 41316 33 30．8％
利用なし 2 1 ：し 4 3．7％
回答無し O00 0 0．0％
合計 284138 107 100．0％
利用状況
空いていて十分利用出来た 0 13 4 3．7％
やや混んでいた 101211 33 30．8％
普通 100 1 0．9％
利用出来ないこともあった 142522 61 57．0％
いつも利用できなかった 100 1 0．9％
回答無し 2 32 7 6．5％
















十分に教えてもらえた 141918 51 47．7％
普通 121819 49 45．8％
あまり教えてもらえなかった 13 1 5 4．7％
回答無し 1 10 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％
必要性
必要である 253535 95 88．8％
必要でない 01O 1 0．9％
分からない 34 1 8 7．5％
回答無し 012 3 2．8％













A C D 全クラス 割合
興味を持ったので、これから使っていきたい 233028 81 75．7％
興味はあるが、あまり使いたくない 5 5 2 12 11．2％
興味はないが、これからは必要だと思うので、使っていきたい 0 4 7 11 10．3％
興味はなく、使いたくない 0 0 0 0 0．0％
その他 0 2 1 3 2．8％
回答無し 0 0 0 O 0．0％









A CD 全クラス 割合
いくっかのコンピュータ言語が使えるようになりたい 71210 29 13．6％
市販のパソコン・ソフトが使えるようになりたい 212632 79 36．9％
取り敢えザキーボード入力ができるようになればよい 1 1 2 4 1．9％
いろいろな資格をとりたい 143024 68 31．8％
システム設計が出来るようになりたい 5 9 5 19 8．9％
一般的な知識のみで十分である 3 3 1 7 3．3％
その他 0 0 0 0 0．O％
回答項目1つのみ 5 1 2 8 3．7％
回答無し 0 00 0 0．0％
合計 568276 214 100．0％
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で十分」（3．3％）という程度の消極的な目的意識の学生は極めて少ない。
3．学生の意見
　アンケート用紙には択一式に解答を選ぶだけではなく、自由な形式で意
見を書く欄も設けてある。以下ではその欄に書かれた学生諸君の意見の内
代表的なものを示す。まずは、rプレゼンテーション」に関して
・パソコンを使ってチームワーク良くできた。（複数あり）
・知らない人同士でやるよりも、友達同士でやった方が時間もとりやすい
　し、やりやすいと思いました。（複数あり）
・最初は面倒だと思っても、自分達でやることで関心が増してきて面白かっ
　たと思いました。（複数あり）
・他のグループの発表を見て、自分達のプレゼンテーションで改善すべき
　点が分かって勉強になった。（複数あり）
っぎに、「授業の内容」に関して
・今までほとんどコンピュータを使ったことがなかったがとても役にたっ
　た。（多数あり）
・基本からやってもらえて良かった。（複数あり）
・パソコンを使える時問をもっと増やして欲しかった。（多数あり）
・これからの社会では絶対に必要だと思う。（複数あり）
・現代はコンピュータが不可欠の時代であるけれども、初心者には用語が
　分からず困った。
「授業のレベル」に関して
・説明が少し速かった。
・僕には少しぺ一スが速かったのですが、下のレベルにまるっきり合わせ
るのは無理だと思うので、このままで良いと思う。（複数あり）
・多少難しくても、努力すれば良いだけのことなので。
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・進度が速すぎて、ついていけなかった。
最後に、「その他の意見」
・もっといろいろな使い方を知っていきたい。（複数あり）
・コンピュータ実習がすごく楽しかったです。身につきました。（複数あり）
・学校のコンピュータ数が足りなくて利用できない目があるので、もっと
　増やして欲しい。（多数あり）
・パソコンに興味を持てるような授業内容で楽しかったです。（多数あり）
・もう少しゆっくり授業を進めて欲しいです。そうすればもっと深く理解
　できると思います。（複数あり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上。
u．結論
今回の成績調査およびアンケート調査をまとめると、以下の通りである。
1．1限クラスにおいて不合格者の割合が多い。これはグループで作業
　を進めるというプレゼンテーション実習特有の事情が関係しているも
　のと思われる。
2．表計算ソフトの実習の内容と習熟度については以前の調査のときと
　大きな違いはない。表計算ソフトは有益なソフトとして受け取られて
　いる。
3．プレゼンテーションソフトの実習については、もう少し実習時問が
　必要であると学生達は考えている。
4．発表にあたって、事前のリハーサルの必要性など課題は残っている
　が、プレゼンテーションの結果について言えば、学生達は自分達の成
　果にほぼ満足している。
5．授業全般については、多くの学生が、この授業は「役に立つ」内容
　で、レベルも「ちょうど良い」と受け取っている。
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6　パソコンに興味を持ち、「これからも使っていきたい」、という学生
は相変わらず大多数を占めている。
7　実習用のテキストはレベル、範囲、説明の仕方のいずれの点でも、
特に問題はないことが判明した。
8　学生1人の週あたりのオープン利用の時間はおおよそ5時間未満で
ある。オープン利用の教室はいつも混雑して、利用できないこともあっ
たことが分かった。早急に対策をとる必要がある。
9　情報関連の資格を取りたいという学生は減少傾向にあり、取得を考
えている学生は全体の約3割くらいである。
　コンピュータを利用した「読み」・「書き」の技術に加えて、「プレゼンテー
ション」を取り入れること、つまり、「情報の収集と発信」の手段を教える
という形で行なった今回のカリキュラム改定であったが、成功し、その目
的は十分達成された。プレゼンテーションの実施にあたってはテーマの選
び方、学生の指導の仕方がカギである。学生達はうまく探せば良質の資料
が手に入ること、入手データの著作権を尊重すること、チームワークの重
要性をこの自習から学んだものと思われる。
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